
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ４０９ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版 物理 （数研出版） 

副教材等 

フォローアップドリル 物理基礎 波・電気    （数研出版） 

フォローアップドリル 物理 力と運動・熱と気体 （数研出版） 

フォローアップドリル 物理 波         （数研出版） 

フォローアップドリル 物理 電気と磁気     （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 この世界は、どのように出来ているのか？どのような法則が存在するのか。その法則は、世界を

どのように支配しているのか、世界の成り立ちにどのような影響を与えているのか。以上の内容に

留意しながら授業を受けてください。 

 ３年次では、「力学」の続き、「波動」「電磁気学」「熱力学」「原子」の学習をします。 

 

２ 学習の到達目標 

（１）文字式による論証が出来るようになる 

（２）実験に必要な技能を身に付けると共に、定量的に探究する能力と態度を育てる。 

（３）物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な自然観を身に付ける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

物理の法則や現象

に興味を持ち、特定の

現象が生じる理由を

意欲的に考えようと

する。 

 各法則が原理から

どのように導き出す

ことが出来るかを説

明することが出来る。 

 実験プリントを参

照しながら、決めら

れた手順どおりに実

験を進めることが出

来る。 

特に電気回路の配

線をすることが出来

る。 

 法則を用いて、典

型的な問題を解くこ

とが出来る。 

評
価
方
法 

学習状況 

ワークシート 

 

定期考査 実験プリント ドリル 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

平
面
内
の
運
動
・剛
体
・

 

運
動
量
の
保
存
・

 

円
運
動
と
万
有
引
力 

「運動量」「剛体に働く力と

つりあい」「等速円運動」

「万有引力」について学

ぶ。 

○ ○  ○ a:物理現象に興味を持てる。 

b:質点と剛体の違いについて

説明することができる。 

d:応用問題・発展問題を解くこ

とができる。 

ドリル 

定期考査 

単
振
動
・波 

「単振動」・「波動」につい

て学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a:波動に興味を持てる。 

b:波動に関する現象について、

説明することができる。 

c:手順に従って実験が出来る。 

d:応用問題・発展問題を解くこ

とができる。 

ドリル 

実験プリント 

定期考査 

２
学
期 

電
場
・電
流 

 「静電場」「直流回路」に

ついて学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a:電気現象に興味を持てる。 

b:静電場の抽象概念について

説明することができる。 

c:回路の配線が出来る。 

d: 応用問題・発展問題を解く

ことができる。 

ドリル 

実験プリント 

定期考査 

電
流
と
磁
場
・電
磁
誘
導
と
電
磁
波 

 「電流が作る磁場」「電流

が磁場から受ける力」「電

磁誘導」について学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a:電気と磁気の関係に興味を

持つ。 

b:電気の磁気の共通点と違い

について説明することができ

る。 

c:手順に従って実験が出来る。 

d: 応用問題・発展問題を解く

ことができる。 

ドリル 

実験プリント 

定期考査 

３
学
期 

熱
と
気
体
・原
子 

 「熱力学」「原子」につい

て学ぶ。 

○ ○  ○ a:熱力学・原子分野に興味を持

つ。 

b:熱機関の限界について、考え

ることが出来る。また、粒子性

と波動性について、考えること

ができる。 

d: 応用問題・発展問題を解く

ことができる。 

ドリル 

実験プリント 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 
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 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


